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令和５年室蘭海上保安部管内海難発生状況(速報値)

○船舶海難隻数は１２隻で、昨年から３隻増加しました。

船舶海難に伴う死者・行方不明者数は０人で昨年に比べ２人減少しました。

○人身海難者数は２３人で、昨年に比べ３人増加しました。

人身海難による死者・行方不明者数は１４人で昨年と比べ５人増加しました。

１.船舶海難の発生状況

船舶海難隻数：１２隻（昨年比３隻増加）

死者・行方不明者数は０人（昨年比２人減少）

令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年

プレジャーボート ４ ３ ２ ６ ５

漁 船 ３ ２ ５ １ ５

貨物船 １ ２ ３ ２ ２

遊漁船 ０ ０ ０ ０ ０

その他 ０ ４ １ ０ ０

合計 ８ １１ １１ ９ １２

()内は死者・行方不明者 （１） （１） （０） （２） （０）

単位：隻

【船舶海難の内訳】 ※()内は令和４年との比較

(1) 船種別：「プレジャーボート」５隻（－１） 「漁船」５隻（＋４）

「貨物船」２隻（±０） 「その他」０隻（±０）

(2) 海難種類別：「単独衝突」３隻（＋１) 「転覆」２隻（±０）

「運航不能」７隻（＋２）

※「単独衝突」:船舶が、岸壁、防波堤などに接触し、船舶又は物件に損傷が生じたもの。

※「転覆」：船舶が、外力、過載、荷崩れ、浸水、転舵等のため、ほぼ90度以上傾斜して復原しないもの。

※「浸水」：船外から海水等が浸入し、船舶の航行に支障が生じたもの。

※「運航不能」：機関故障、推進器障害、舵障害、燃料欠乏、無人漂流など。

□ 主な船舶海難

５月９日、砂原漁港沖で１名乗組みで操業中の小型漁船から、何らかの理由

で海中転落し、同漁船が無人漂流となったもの。（現在まで、同乗組員の発見

に至っていない。）



２.人身海難の発生状況

人身海難者数：２３人（昨年比３人増加）

死者・行方不明者数は１４人（昨年比５人増加）

令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年

マリンレジャー以外の ５ ７ １０ ９ １１

海浜事故 【３】 【５】 【７】 【７】 【１０】

マリンレジャーに伴う ３ １０ １ ３ １

海浜事故 【１】 【６】 【１】 【０】 【１】

船舶海難によらない乗 ８ ７ ８ ８ １１

船者の人身海難 【３】 【１】 【２】 【２】 【３】

合計 １６ ２４ １９ ２０ ２３

【】内は死者・行方不明者 【７】 【１２】 【１０】 【９】 【１４】

単位：人

【人身海難の内訳】 ※()内は令和４年との比較

(1) マリンレジャー以外の海浜事故

発生人数：１１人（＋２）

種別：「自殺」７人（＋４） 「岸壁等からの海中転落」４人（－２）

(2) マリンレジャーに伴う海浜事故

発生人数：１人（－２）

種別：「岸壁等からの海中転落」１人（－１）

(3) 船舶海難によらない乗船者の人身海難

発生人数：１１人（＋３）

種別：「負傷」６人（±０） 「海中転落」４人（＋２）

「病気」１人（＋１）

※船舶海難 海上における船舶に衝突、転覆、乗揚、浸水、爆発、火災、行方不明、機関・推進器・舵等の

損傷又は故障、その他安全な運航が阻害された事態が生じた場合をいう。

※人身海難 船舶海難によらない乗船者の人身海難、マリンレジャーに伴う海浜事故及びマリンレジャー以

外の海浜事故をいう。

※船舶海難によらない乗船者の人身海難 衝突、乗揚、転覆等の船舶海難以外の事由により発生した船舶の

乗船者の海中転落、負傷、病気等をいう。

※マリンレジャーに伴う海浜事故 遊泳中や釣り中などマリンレジャー中の事故をいう。

※マリンレジャー以外の海浜事故 岸壁等からの海中転落や自殺等をいう。

□ 主な人身海難

● ２月２８日、室蘭港岸壁上で荷役作業中に、誤って海中転落。付近作業員

により岸壁に引き上げられ、病院へ搬送されるも、死亡。

● １１月１２日、鹿部町本別漁港で、前日夜よりひとりで釣り中に海中転落。

救急隊員により発見揚収されるも、死亡。


